
資料 ４
№ 取組項⽬ 担当課 取組内容 実績の指標 年度 実績値 単位 取組による成果、今後の課題や⽅針 詳細な説明を聞きたい理由

地域福祉にかかわる担当職員の配置について
30年度は配置ができていない。
配置に向けた取り組みとして、コミュニティソー
シャルワーカー研修への参加の申し込みを
行ったが、参加まで至らなかった。（申込者多
数のため）
今後については、引き続き研修への参加を行
い、担当職員の配置について検討していく。

31

32

進捗状況

9
地域福祉にかかる
担当職員の配置

社会福祉課

担当職員配置の検討
【具体的な取り組み、重点的に行うこと】
市及び地域の課題・ニーズを解決するための取り組み
をコーディネートできる職員の配置を検討する。
また、担当職員の育成のためにコミュニティソーシャル
ワーカー研修への参加を促す。

上段：担当職員配置数
下段：コミュニティソー
　　　シャルワーカー研
　　　修への参加者数

□ 未実施

□ 概ね進んだ

☑ 一部遅れがある

□ 順調に進んだ
30

14
新たなサービス実現
への支援

高齢者福祉
課

地域ぐるみネットワーク会議での地域課題に対する助
言・調整
【具体的な取り組み、重点的に行うこと】
生活支援体制整備によるふれあい会議を圏域ごとに実
施し、地域課題を把握するとともに、第1層協議体や地
域ケア推進会議にその課題を報告し、新たなサービス
の実現につなげる。

創出したサービス数

30

32

0
0

人
人

☑ 順調に進んだ

□ 未実施

2 サービス

中住宅・中峠団地での農協移動販売車による
買物支援および第二小学校区でび地区社協に
よるバス運行による買い物支援活動が開始さ
れた。
引き続き、買い物やゴミ出しなどの生活支援活
動が、市内全域で取り組まれるよう働きかけを
していく。

□ 概ね進んだ

31

□ 一部遅れがある

順調に進んだ

―

30

地域ぐるみネットワーク会議の現況について情
報収集に努めた。今後においては、小学校区
単位のまちづくりと地域ぐるみネットワーク会議
の目的やねらいをもとに、今後の取り組みにつ
いて調整を行う。

□

□ 概ね進んだ

31

☑ 一部遅れがある

32

予定通り学童保育施設の適切なサービスを提
供できた。
白井第二学童保育所の開設準備を行い、予定
通り平成３１年４月から開所することができた。
アンケートの結果、休日中の保育について、通
常開始時間（午前８時）より前の保育を希望す
る保護者が一定数いたことから、平成３１年度
の夏休みから、休日中の延長保育（早朝）を実
施する。（午前７時３０分から午前８時まで）

□ 概ね進んだ

31

□ 未実施

44
学童保育施設の適
切なサービスの提
供

保育課

学童保育施設の適切なサービスの提供
【具体的な取り組み、重点的に行うこと】
保護者が就労等により昼間家庭にいない就学児童の
ため、小学校の余裕教室や専用施設を利用し、小学校
敷地内において保育サービスを提供する。また、白井
第二小学校において、新たな学童保育施設を整備す
る。

☑ 順調に進んだ

□ 一部遅れがある

□ 未実施

27
既存地域ぐるみネッ
トワーク会議との調
整

市民活動支
援課

既存地域ぐるみネットワーク会議との調整
【具体的な取り組み、重点的に行うこと】
小学校区単位のまちづくり意見交換会と地域ぐるみ
ネットワーク会議などの既存の取り組みとの調整を行
う。

45
放課後子ども教室
の運営

生涯学習課

放課後子ども教室の運営
【具体的な取り組み、重点的に行うこと】
女性の社会進出の増加による、共働き世帯の子供の
孤立化を防ぐなど、国が策定する放課後子ども総合プ
ランに基づき、放課後子ども教室を実施する。
また、地域の実態やニーズを考慮し、放課後子ども教
室拡充に向け、「放課後子どもプラン推進委員会」で新
規の放課後子ども教室開設に向けて検討する。

□

上段：実施箇所数
下段：入所児童数

30
11
603

箇所
人

⽩井市第２次地域福祉計画の取組項⽬説明希望事業

地域コミュニティーを進める
上で、コーディネーターの存
在は大きい。早急にお願いし
たい。

高齢者の外出手段を検討し
ているか。
（高齢者の車運転免許返納、
ナッシー号の便）

地域ぐるみネットワーク会議
の担当課が違うが、今まで推
進してきた。地域ぐるみネット
ワーク会議で検討し、実践さ
れてきたことが、活かされて
いくのか。

2つの事業の連携を図り子ど
もたちの放課後活動をより充
実させることは可能か。

□ 未実施

☑ 概ね進んだ

31

□ 一部遅れがある

32

順調に進んだ

上段：放課後子ども
       教室実施回数
下段：放課後子ども
       教室実施箇所数

30
83
3

回
教室

白井第二小、大山口小、中木戸公園競技広場
において年間を通じて実施した。
放課後子ども教室と学童保育との連携や放課
後子ども教室の拡充等をどのように推進してい
くか話し合うため、新たに「放課後子どもプラン
推進委員会」を設け、検討を行った。
新たに教室を実施するために、地域や学校等
の協力をどのように進めていくか検討をする必
要がある。

32


